特定建設作業実施届

　　　年　　　月　　　日
加 東 市 長 　様
届出者　住所
氏名（名称及び代表者）　　　　　　　　　      　　　　　　　
担当者氏名
電話番号
特定建設作業を実施するので、
□ 騒音規制法第14条第1項（第2項）
□ 振動規制法第14条第1項（第2項）
□ 環境の保全と創造に関する条例59条第1項（同条第2項）
及び加東市良好な環境の保全に関する条例第40条の規定により、次のとおり届け出ます。
	建設工事の名称
	

	建設工事の目的に係る施設又は工作物の種類
	

	特定建設作業の種類
	

	特定建設作業に使用される騒音規制法施行令別表第2及び振動規制法施行令別表第2に規定する機械の名称、型式及び仕様
	

	特定建設作業の場所
	加東市　　　　　   　　　　　　　　地内

	特定建設作業の実施の期間
	自 　　 　　　　　年　　　月　　　日日 間

[bookmark: _GoBack]至  　　　　　　　年　　　月　　　日

	特定建設作業の開始及び終了の時刻
	作業開始
	作業終了
	作業日
	実働時間

	
	自　　　　　時
	至　　　　　時
	
	　　 　時間

	騒音（振動）の防止方法
	別紙を添付する。

	発注者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者の氏名
	電話番号　　　　（　　　）

	届出者の現場責任者の氏名及び連絡場所
	電話番号　　　　（　　　）

	下請負人が特定建設作業を実施する場合は、当該下請負人の氏名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者の氏名
	電話番号　　　　（　　　）

	下請負人が特定建設作業を実施する場合は、当該下請負人の現場責任者の氏名及び連絡場所
	電話番号　　　　（　　　）

	· 受理年月日
	

	· 審査結果
	


（備考）
１ この届出書は、騒音規制法施行令別表第2（振動規制法施行令別表第2）に掲げる特定建設作業の種類ごとに提出すること。
２ 「特定建設作業の種類」の欄には、騒音規制法施行令別表第2（振動規制法施行令別表第2）に掲げる作業の種類を記載すること。
３ 「特定建設作業の実施の期間」の欄には、その期間中作業をしないこととしている日がある場合は、作業しない日を明示すること。
４ 「特定建設作業の開始及び終了の時刻」の欄の記載に当たっては、作業の開始時刻及び終了時刻並びに実働時間が同じである日ごとにまとめてさしつかえない。
５  ※ 印の欄には、記載しないこと。
特定建設作業の種類、使用される機械の名称等及び騒音振動の防止方法＜別紙＞

１．騒音規制法に該当するもの。
	特定建設作業の種類（*1）
	機械の名称
	型式
	能力
	数
	使用時間

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 


２．振動規制法に該当するもの。
	特定建設作業の種類（*1）
	機械の名称
	型式
	能力
	数
	使用時間

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 


３．環境の保全と創造に関する条例に該当するもの。
	特定建設作業の種類（*1）
	機械の名称
	型式
	能力
	数
	使用時間

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 

	
	
	
	
	
	時 ～　　　時 


４．騒音又は振動の防止の方法（付近住民への工事説明の状況、低騒音・低振動型工法の採用や防音シートの設置の予定等について記載すること。）
	具体的内容については、必要に応じて図面等の資料を添付すること。



備考
（１）特定建設作業の種類には、騒音規制法施行令別表第2，振動規制法施行令別表第2，環境の保全と創造に関する条例施行規則別表第9・10に掲げる作業の種類を記載すること。
（２）届出書は2部（正・控）提出すること。
（３）届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむをえないものを除き、日本工業規格Ａ4とすること。
添付書類
①付近の見取図　　　　　　 現場周辺の住宅、病院等の立地状況がわかること。
②工事工程表　　　　　　　 特定建設作業の種類ごとに実施期間を明示すること。
③現場図面　　　　　　　　 敷地内構造物等と敷地境界の関係がわかること。
防音シート・万能板・散水栓等の設置予定位置を明示すること。
④使用する重機のカタログ   コピー可。







